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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、チタン（Ti）スクラップ中の酸素を直接除去し、高純度のインゴットに再生する“アップ

グレード・リサイクル”を可能にする革新的なリサイクル技術の開発を目指すものであり、希土類のオ

キシハライドの生成反応を Ti スクラップの脱酸・高純度化に応用する。また、その過程で希土類オキ

シハライドの生成反応がチタンの脱酸能に与える影響や効果を学術的に明らかにする。 

（意見等） 

 本研究では、酸素に汚染されたチタンスクラップ中の酸素の除去を行うために複数のプロセスを提

案して、脱酸素機能を検証した。中間評価で期待されていた内容は順調に発展し、大きな研究成果に結

びついた。 

 オキシクロライド生成反応を伴う脱酸反応により大幅な酸素濃度の低減が可能なことを明らかにし

た。さらに、電気化学的脱酸法、気相脱酸プロセスでも可能性を見いだした。オキシクロライドプロセ

スでは、オキシクロライドからクロライドへの再生も示し、繰り返し利用の可能性も示した。 

また、当初予見していなかった成果として、チタン粉末を脱酸しながら焼結し、低酸素濃度のチタン

焼結体の製造可能性を見いだしたこと、オキシクロライド生成反応が、酸素汚染チタンのみならず酸化

チタンの直接還元にも適用可能性も示したことにより、これからの展開に期待ができる。 


